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雨の日の過ごし方のひとつとして 

校長 半谷 忠彦 
  

木々の緑の深みも増して、吹く風もさわやかに、また日によっては、強い日差しが感じ

られる季節となりました。先日は、保護者の皆様には引き渡し訓練、また個人面談（希望

制）に足を運んでいただきまして、ありがとうございます。 

校内を歩いて各教室の授業をのぞいてみると、黒板を使い、大型モニタを使い、タブレ

ット端末を使い、少しでも子供たちの学習に対しての意欲を高めようという先生方の工夫

が見られます。時には笑い声にあふれたり、シーンとした中で黙々と活動をしたりと、ど

のクラスの子供たちも一生懸命に学習に取り組んでいます。そのような子供たちの姿を見

ると、校長としてとてもうれしく思います。 

さて西日本を見ると、すでに梅雨入りをしている地域もあります。これからの季節、梅

雨に入るとぐずついた雨の日が多くなり、外で活動できる日が少なくなってくると思いま

す。「晴耕雨読」という言葉もあるように、今月は雨の日の落ち着いた過ごし方のひとつ

として、読書活動にも力を入れていきたいと思います。 

私たちは「本を読む」ことで、いろいろな人々の考えを知ることができます。まだ知ら

ない国々へ訪問した気持ちになることができます。空想の世界へ飛び込むこともできます。

知らなかったことを学び、知識を増やすこともできます。様々な情報や話が自分の中に入

ってきて、なんだか得した気分にもなれます。また、絵本などは挿絵をじっくり眺めるこ

とで、想像・創造の世界が膨らみ、より一層、読む楽しみを増やしてくれることでしょう。 

私が小学生のころに住んでいた家の隣の建物の中に、図書館がありました。学校から帰

ると、友達と遊ぶ前に必ずその図書館に寄って、本を返したり、借りたり、借りたい本が

あるかどうか見たりしていたのを覚えています。大人になり、学校で働くようになって、

図書室を眺めた時に、自分が子供の頃に読んだ本がたくさんあることに、うれしい気持ち

になりました。自分が読んだ本を自分が担任したクラスの子供たちが読んでいる姿を見る

と、「先生も子供の時にその本読んだよ。」すかさず伝え、子供たちとの会話の話題の一つ

にしていました。 

「読書」というと、苦手意識がある子供もいることでしょう。まずは、誰かのおすすめ

の本から、手に取ってみるとよいのではないかと思います。それが、子供たちが大好きな

自分のお父さんやお母さんが子供の頃に読んだおすすめの本だったら、ふだんあまり本に

興味のないお子さんでも、手に取ってくれるかもしれません。雨の日が多くなるこの６月、

「雨の日の過ごし方のひとつ」として、学校と同じ建物にある上尾市立図書館平方分館や

本屋さんなどで、保護者の皆様が子供の頃に読んだ本をぜひ手に取って、ご家庭で話題に

してみていただけたら嬉しいです。 




